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苦情からサービスの質の向上へ苦情からサービスの質の向上へ
　～苦情を聴くことの大切さを確認しよう！～　～苦情を聴くことの大切さを確認しよう！～
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　横浜ヤングケアラーヘルプネットは、若い世代の介護者を支援している。「ここ
でゆるやかにつながって、一人じゃないことが分かって、また介護に戻っていく
んです」と代表の高橋瑞紀さん（中央）。
　参加も出入りも自由な会は、ちょうど良い距離感で介護者たちを支えている。
 
 【詳しくは12面へ】
 〈撮影・菊地信夫〉

▶今月の表紙
明日の介護をやる力を養おう



会
の
中
に
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の

実
施
状
況
を
監
視
す
る
「
運
営
監
視
委
員

会
」
と
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
利
用

者
等
か
ら
の
苦
情
を
解
決
す
る
「
苦
情
解

決
委
員
会
」
を
設
置
し
、
日
頃
、
事
務
局

で
受
け
付
け
た
苦
情
に
つ
い
て
、
学
識
経

験
者
、
弁
護
士
、
医
師
等
か
ら
成
る
委
員

会
に
て
検
討
し
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
苦
情
解
決
委
員
会
で

は
、
１
２
０
件
の
事
案
を
受
け
付
け
、
そ

の
対
応
回
数
は
１
６
２
１
回
に
及
び
ま
し

た
。
受
付
件
数
は
平
成
26
年
度
に
、
延
べ

対
応
回
数
は
平
成
27
年
度
を
ピ
ー
ク
に
微

減
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
利
用
者
別

で
は
障
害
の
あ
る
方
か
ら
の
申
し
出
の
割

合
が
全
体
の
６
割
を
占
め
増
加
傾
向
に
あ

り
、
苦
情
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
多
か
っ
た
「
職
員
の
接
遇
」
よ
り
「
サ
ー

ビ
ス
の
質
や
量
」
に
関
す
る
こ
と
が
多
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　介護保険法や障害者総合支援法等により、サービスのメニューおよび事業者が増加し、計画相談支援など
サービスの調整も福祉サービスとして確立されたことで、福祉サービスを利用しやすい環境が整えられてき
ています。その一方で、苦情も増加傾向にあり、事業者における苦情相談体制、解決の仕組みの充実が求め
られています。
　そこで、かながわ福祉サービス運営適正化委員会での昨年度の苦情対応の概要と、事業者における取り組
みから、どのようなことが苦情となり、その対応から何を得られるかを考えます。

特
集

苦情からサービスの質の向上へ
～苦情を聴くことの大切さを確認しよう！～

運
営
適
正
化
委
員
会
と
は

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
措
置
か
ら
契
約
へ
と

制
度
改
革
が
行
わ
れ
、
苦
情
解
決
、
第
三

者
評
価
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
利
用
者
の
権
利

を
保
障
す
る
仕
組
み
が
整
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

社
会
福
祉
法
第
２
条
に
定
め
ら
れ
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
を
解
決
す
る
た
め
の

制
度
は
、
平
成
12
年
に
社
会
福
祉
法
第
82

条
か
ら
第
86
条
に
定
め
ら
れ
ま
し
た（
左
枠

参
照
）。

　

第
82
条
に
お
い
て
、
経
営
者
（
事
業
者
）

は
常
に
利
用
者
等
か
ら
の
苦
情
に
つ
い

て
、
適
切
な
解
決
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
、
各
事
業
者
に
よ
る
苦
情
解

決
の
仕
組
み
を
十
分
に
機
能
さ
せ
、
対
応

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
利

用
者
と
事
業
者
間
で
解
決
で
き
な
い
、
利

用
者
が
安
心
し
て
苦
情
を
申
し
出
ら
れ
な

い
時
に
対
応
す
る
機
関
と
し
て
運
営
適
正

化
委
員
会
が
同
法
第
83
条
に
定
め
ら
れ
、

各
都
道
府
県
社
協
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
来
、
運
営
適
正
化
委
員
会
で
は
、
第

三
者
機
関
と
し
て
中
立
・
公
正
な
立
場
で
、

申
出
者
・
事
業
者
双
方
の
話
を
聴
き
、
解

決
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化

委
員
会
に
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
の
傾
向

　

か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化

委
員
会（
以
下
、
委
員
会
）で
は
、
同
委
員

（社会福祉事業の経営者による苦情の解決）
第82条　社会福祉事業の経営者は、常に、その提供する福祉サービスに
ついて、利用者等からの苦情の適切な解決に努めなければならない。

（運営適正化委員会）
第83条　都道府県の区域内において、福祉サービス利用援助事業の
適正な運営を確保するとともに、福祉サービスに関する利用者等か
らの苦情を適切に解決するため、都道府県社会福祉協議会に、人格が
高潔であって、社会福祉に関する識見を有し、かつ、社会福祉、法律
又は医療に関し学識経験を有する者で構成される運営適正化委員会
を置くものとする。

（運営適正化委員会の行う福祉サービス利用援助事業に関する助言等）
第84条　運営適正化委員会は、第81条の規定により行われる福祉
サービス利用援助事業の適正な運営を確保するために必要があると
認めるときは、当該福祉サービス利用援助事業を行う者に対して必
要な助言又は勧告をすることができる。
２　福祉サービス利用援助事業を行う者は、前項の勧告を受けたと
きは、これを尊重しなければならない。

（運営適正化委員会の行う苦情の解決のための相談等）
第85条　運営適正化委員会は、福祉サービスに関する苦情について
解決の申出があったときは、その相談に応じ、申出人に必要な助言を
し、当該苦情に係る事情を調査するものとする。
２　運営適正化委員会は、前項の申出人及び当該申出人に対し福祉
サービスを提供した者の同意を得て、苦情の解決のあっせんを行う
ことができる。

（運営適正化委員会から都道府県知事への通知）
第86条　運営適正化委員会は、苦情の解決に当たり、当該苦情に係る
福祉サービスの利用者の処遇につき不当な行為が行われているおそ
れがあると認めるときは、都道府県知事に対し、速やかに、その旨を
通知しなければならない。 【社会福祉法より抜粋】

その他
5.0％（ 6件）

高齢者
15.0％（18件）

身体障害
11.7％（14件）

知的障害
12.5％（15件）

精神障害
31.7％（38件）

その他障害
7.5％（ 9件）

児童
8.3％（10件）

障害児
8.3％（10件）

※１ 「その他障害」は、発達障害・
重複障害などを含む

※２ 「その他」は社協や行政に対
する苦情など

【利用者別受付状況】
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SPECIAL EDITION

苦
情
の
内
容
と
そ
の
解
決

　

委
員
会
に
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
と
し
て
多

い
内
容
の
区
分
か
ら
、
そ
の
概
要
と
対
応

の
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

　
（
事
例
は
個
人
情
報
保
護
の
観
点
に
基

づ
き
、
一
部
修
正
・
加
工
し
て
い
ま
す
）

●
職
員
の
接
遇
に
関
す
る
苦
情

　
「
担
当
の
相
談
員
か
ら
心
無
い
こ
と
を

言
わ
れ
た
。
相
談
員
と
し
て
家
族
に
寄
り

添
っ
た
対
応
を
し
て
ほ
し
い
」

利
用
者
：
Ａ
さ
ん
（
児
童
）

申
出
者
：
親
族

事
業
種
別
：
計
画
相
談
支
援

【
対
応
と
そ
の
結
果
】

　

委
員
会
に
よ
る
事
情
調
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
担
当
相
談
員
は
丁
寧
に
対
応
し

て
い
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
申
出
者
に
は

言
い
方
が
厳
し
く
聞
こ
え
る
こ
と
が
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
と
の
こ
と
。
そ
の
点
を

謝
罪
し
た
い
と
申
し
入
れ
が
あ
り
、
委
員

会
よ
り
申
出
者
に
伝
え
、
納
得
さ
れ
た
た

め
、
対
応
を
終
了
し
た
。

●
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
量
に
関
す
る
苦
情

　
「
事
業
者
よ
り
、
一
方
的
に
、
今
後
は
支

援
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
メ
ー
ル
で
告

げ
ら
れ
た
」

利
用
者
：
Ｂ
さ
ん
（
身
体
障
害
）

申
出
者
：
本
人

事
業
種
別
：
居
宅
介
護

【
対
応
と
そ
の
結
果
】

　

委
員
会
に
よ
る
事
情
調
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
担
当
ヘ
ル
パ
ー
が
体
調
不
良
で

あ
る
こ
と
、申
出
者
の
体
調
・
特
性
に
合
っ

た
支
援
が
で
き
る
ヘ
ル
パ
ー
が
ほ
か
に
い

な
い
た
め
、
や
は
り
継
続
は
不
可
能
と
の

こ
と
。
委
員
会
よ
り
申
出
者
に
そ
の
旨
伝

え
る
と
と
も
に
、行
政
の
担
当
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
に
連
絡
し
、
調
整
を
依
頼
し
た
。

●
説
明
・
情
報
提
供
に
関
す
る
苦
情

　
「
事
故
防
止
の
た
め
、
入
浴
は
利
用
者
１

人
で
行
わ
な
い
こ
と
と
聞
い
て
い
る
が
、

１
人
で
入
浴
し
て
い
る
人
が
い
る
。
ル
ー

ル
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
」

利
用
者
：
Ｃ
さ
ん
（
高
齢
者
）

申
出
者
：
本
人

事
業
種
別
：
入
所
施
設

【
対
応
と
そ
の
結
果
】

　

委
員
会
に
よ
る
事
情
調
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
入
浴
は
原
則
２
人
以
上
で
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
が
、
健
康
上
の
問
題
が

な
け
れ
ば
１
人
で
入
浴
で
き
、
そ
の
こ
と

は
既
に
利
用
者
に
周
知
し
て
い
る
と
の
こ

と
。
委
員
会
よ
り
事
業
者
に
対
し
、
利
用

者
へ
の
周
知
の
方
法
に
つ
い
て
工
夫
す
る

よ
う
申
し
入
れ
た
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

平
成
28
年
度
に
実
施
し
た
「
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
に
お
け
る
苦
情
解
決
体
制
整

備
状
況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」（
回

収
率
48
・
９
％
）で
は
、
苦
情
内
容
や
解
決

経
過
等
を
職
員
に
知
ら
せ
て
い
る
事
業
者

は
87
・
４
％
、「
苦
情
内
容
や
対
応
経
過
等

を
職
員
研
修
等
に
反
映（
活
用
）し
て
い
る
」

事
業
者
は
80
・
９
％
あ
り
、
多
く
の
事
業

者
が
苦
情
を
業
務
改
善
の
ヒ
ン
ト
と
捉
え

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

苦
情
を
積
極
的
に
生
か
し
た
事
業
者
の

取
り
組
み
を
次
に
よ
り
紹
介
し
ま
す
。

【平成29年度　受理した苦情の内訳】
サービスの区分

苦情内容 高齢者 障害者 児童 その他 件数 28年度末
件数（％）

27年度末
件数（％）

① 職員の接遇 １ 19 ５ － 25（20.8％） 33（27.0％） 32（24.4％）
② サービスの質や量 ７ 31 ２ １ 41（34.2％） 38（31.1％） 39（29.8％）
③ 説明・情報提供 ２ 13 ４ ４ 23（19.2％） 23（18.9％） 24（18.3％）
④ 利用料 １ － ２ － ３（2.5％） ５（4.1％） ９（6.9％）
⑤ 被害・損害 ４ ３ ３ － 10（8.3％） ８（6.6％） 12（9.2％）
⑥ 権利侵害 ３ ５ ２ １ 11（9.2％） ７（5.7％） ５（3.8％）
⑦ その他 － ５ ２ － ７（5.8％） ８（6.6％） 10（7.6％）

計 18（15.0％） 76（63.4％） 20（16.6％） ６（5.0％） 120（100％） 122（100％） 131（100％）
※⑦その他：出勤日に関すること、職員の異動に関すること他
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SPECIAL EDITION

事
業
者
の
工
夫
し
た
取
り
組
み

　

大
和
市
で
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

（
※
）を
実
施
す
る
「
は
あ
と
ふ
る
キ
ッ
ズ

（
以
下
、
事
業
者
）」
で
は
、
苦
情
等
を
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
に
結
び
付
け
る
た
め
に
、

事
業
者
独
自
の
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、「
説
明
不
足
か
ら
の
誤

解
」
が
苦
情
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。
中
で
も
、
多
か
っ
た
苦

情
は
お
や
つ
に
関
す
る
こ
と
で
、ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
「
普
段
食
べ
な
い
お
菓
子
を
持
ち

帰
る
こ
と
が
多
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
事
業
者
で
は
、
自
立
支
援
の

一
環
と
し
て
お
や
つ
の
提
供
を
行
っ
て
お

り
、
新
し
い
味
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
た
め

に
普
段
食
べ
て
い
な
い
お
や
つ
を
提
供
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
意
見
か
ら
、
事
業
者
の
方
針
が
保

護
者
に
十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

事
業
者
は
こ
の
苦
情
を
「
説
明
不
足
な
の

で
あ
れ
ば
、
説
明
の
機
会
を
持
て
ば
い
い
」

と
積
極
的
に
捉
え
、「
お
や
つ
の
方
針
」
に

つ
い
て
ま
と
め
、
全
家
庭
へ
配
布
し
、
改

め
て
事
業
者
の
考
え
方
を
示
し
ま
し
た
。

　

調
査
を
行
っ
て
、
事
業
者
は
「
調
査
を

行
う
ま
で
は
、
利
用
者
か
ら
ど
の
よ
う
な

回
答
が
上
が
っ
て
く
る
か
不
安
だ
っ
た
が
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
き
っ
か
け
に
気
付
く

こ
と
が
で
き
、
説
明
す
る
機
会
を
得
ら
れ

た
こ
と
は
事
業
者
に
と
っ
て
大
変
良
か
っ

た
」
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
事
業
者
で
は
、
保
護

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と

し
て
、
連
絡
帳
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
連

絡
帳
に
は
、
苦
情
や
要
望
等
ど
の
よ
う
な

些
細
な
こ
と
で
も
書
い
て
ほ
し
い
と
保
護

者
に
は
伝
え
て
い
ま
す
。

　

苦
情
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
小
さ
な
不

満
」「
小
さ
な
ミ
ス
」「
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
」

を
見
逃
さ
ず
、
し
っ
か
り
受
け
止
め
誠
実

な
対
応
を
す
る
こ
と
で
重
大
な
苦
情
と
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
連
絡
帳

の
活
用
は
、
事
業
者
と
し
て
も
こ
と
が
大

き
く
な
ら
な
い
う
ち
に
適
切
に
対
応
す
る

た
め
の
工
夫
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
事
業
者
独
自
に
工
夫
し
、

苦
情
対
応
・
解
決
を
す
る
こ
と
が
、
提
供

し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
検
証
や
改
善
の

き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

（
※
）放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

学
校
就
学
中
の
障
害
児
に
対
し
て
、
放
課
後

や
夏
休
み
等
の
長
期
休
暇
中
に
お
い
て
、
生
活

能
力
向
上
の
た
め
の
訓
練
等
を
継
続
的
に
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
向
け
て

　

平
成
12
年
に
通
知
さ
れ
た
「
社
会
福
祉

事
業
の
経
営
者
に
よ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
苦
情
解
決
の
仕
組
み
の
指
針
」
が

昨
年
度
に
一
部
改
正
さ
れ
、
苦
情
に
対
応

す
る
こ
と
は
経
営
者
の
重
要
な
責
務
で
あ

る
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
指
針
を
も

と
に
、
各
事
業
者
に
お
い
て
、
利
用
者
等

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0045　横浜市神奈川区神奈川２－８－８ 第一川島ビル
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1528

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。
防犯カメラや新型ＡＥＤも
取扱っております。

一般家庭から大型ビルまで最新の
エレクトロ技術により皆様の安心
と安全を提供致します。防犯カメ
ラや新型【ＡＥＤ】も取扱ってお
ります。

か
ら
の
苦
情
へ
の
適
切
な
対
応
・
解
決
に

向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

苦
情
解
決
は
、
権
利
擁
護
の
取
り
組
み

で
も
あ
り
ま
す
。
事
業
者
の
組
織
と
し
て

の
取
り
組
み
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
く
こ

と
で
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
と
な
り
、社
会
的
信
頼
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。

　

運
営
適
正
化
委
員
会
で
は
、
各
事
業
者

が
苦
情
解
決
の
体
制
を
整
え
、
利
用
者
等

か
ら
の
苦
情
に
事
業
者
段
階
で
対
応
・
解

決
で
き
る
よ
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス

 

運
営
適
正
化
委
員
会
）

平成30年度　苦情解決研修会（基礎編）の開催
【日　時】平成30年８月１日（水）午後１時から午後４時まで
【場　所】県社会福祉会館２階講堂
【対　象】 県内社会福祉事業者の苦情解決責任者・苦情受付担当

者および第三者委員ほか、苦情解決に携わっている職員
【内　容】苦情解決の基本的な考え方や対応する際の留意点等
【参加費】１人2，000円
【申　込】 所定の申込用紙により、FAX 045－322－3559にて７月23日

までに申し込む
※詳細は県社協ホームページを参照ください
URL  http://www.knsyk.jp
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－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

町内会館に子どもの居場所を作ろう！

私たちは地域の「子育て応援団」です
～児童委員、主任児童委員活動から～

大切にしています。小学生を対象に毎月、第３
日曜日の午後３時間を１時間ごとに分けて学習
し、最後に「みんなの時間」の時間割で行って
います。
　「みんなの時間」はスライム作りのような実験
や工作、また地域の郵便局長さんから郵便番号の
役割のレクチャーを受けたあとにはがき作成を行
うなど、いろいろなプログラムを行っています。
　１月には、カルタ取りなどゲームの要素も取
り入れてみました。どの回も好評です。

　この学習会は地区社協の協力を得ることで、
担い手にも参加者にも新たな広がりが生まれま
した。居場所を作ることで、子供会や町会の役
員、保護者との交流が生まれ、情報を広く得る
ことができるようになったと感じています。
　まだ始めて１年しか経過していませんが、学
習会を卒業した子どもたちが将来学生ボラン
ティアとして参加してくれることを願って、継
続していきたいと思います。

　　　　横浜市港北区師岡地区
　　　民生委員児童委員協議会　
　　　　　副会長　今村　妙子

うまく弾むか！
スーパーボール
作りに夢中

　師岡町は港北区の中では小さな地域で、4600
世帯、約１万人が住んでいます。住民が自由に
集まれる場所に町内会館があり、ここを中心に
会議やイベントが行われています。
　今まで高齢者や幼児を対象とした活動は盛ん
に行われてきましたが、就学年齢に達した子ど
もたちを対象としたものはありませんでした。
そのせいか、子どもに関する相談はほとんどあ
りませんでしたが、最近では新たなマンション
や住宅が増え、不登校や子どもの課題がちらほ
らと耳に入るようになってきました。
　そこで主任児童委員と話し合いを重ね、地区
社協の応援を得て「師岡こども学習会」が立ち
上がりました。

　この学習会は指導を目的にするのではなく、
子どもの普段の様子を知る機会にするために開
催され、大学生にボランティアとして協力して
もらい、みんなで楽しめる「みんなの時間」を

先生が見ていてくれる
ので、頑張れる子ども
たち

持参する学習課題
を真剣に取り組ん
でいく
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性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
）へ
の
支
援
を
は
じ
め
ま
し
た
！

 

―
神
奈
川
県
の
取
り
組
み

自
分
の
お
墓
を
生
前
か
ら
市
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

 

「
わ
た
し
の
終
活
登
録
」
―
横
須
賀
市
で
全
国
初
の
試
み
―

　

神
奈
川
県
で
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
）の
方
々
が
「
自
分

ら
し
く
」
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
本
庁
舎
レ
イ
ン

ボ
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
九
都
県
市
が
連

携
し
た
配
慮
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
、
広
く
県
民
の

方
々
を
対
象
と
し

た
啓
発
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
た
び
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

当
事
者
や
関
係
機
関
な
ど
へ
の
直
接
的

な
支
援
と
し
て
次
の
事
業
を
実
施
し
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
々
が
抱
え
る

悩
み
や
問
題
の
解
消
を
目
指
し
ま
す
。

① 

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
派
遣

型
個
別
専
門
相
談
「
か
な
が
わ
ＳソＯ

ＧジＩ
派
遣
相
談
」

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
当
事
者
ま
た
は

そ
の
家
族
、
当
事
者
か
ら
相
談
を
受
け

て
い
る
支
援
者（
教
員
、相
談
機
関
職
員

等
）か
ら
の
要
望
に
応
じ
、臨
床
心
理
士

な
ど
専
門
相
談
員
を
当
事
者
や
支
援
者

な
ど
の
も
と
に
派
遣
す
る
取
り
組
み
で
、

相
談
者
の
悩
み
の
解
決
や
緩
和
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
相
談
申
込
先
は
県
人
権

男
女
共
同
参
画
課
（
０
４
５
―
２
１
０

―
３
６
３
７
）
ま
で
。

②
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
交
流
会

　
「
か
な
が
わ　

に
じ
い
ろ
ト
ー
ク
」

　

学
校
現
場
で
の
い
じ
め
や
就
職
差
別

な
ど
の
悩
み
を
抱
え
る
10
代
、
20
代
の

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
々
を
対
象
と

し
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
毎
月
１
回
交
流

会
を
実
施
し
ま
す
。

かながわ にじいろトーク
〇開催場所
　藤沢駅から徒歩圏内の公共施設
〇日時及びテーマ（※現在決定分）
　７／22（日）セクシュアリティ
　８／25（土）恋人、パートナー
　９／16（日）将来、ライフプラン
　10／13（土）周りとの付き合い方
　いずれも14：30～16：30
〇申込先
　県指定特定非営利活動法人SHIP
　☎045－306－6769（水・金・土曜
　16：00～21：00、日曜14：00～18：00）
　URL  http://www.ship-web.com

③ 

中
小
企
業
の
人
事
担
当
者
向
け
研
修

会
「
企
業
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
〜
す
べ
て
の
人

が
自
分
ら
し
く
働
く
職
場
づ
く
り
〜
」

　

中
小
企
業
の
人
事
担
当
者
な
ど
を
対

象
に
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
当
事
者

の
方
を
講
師
に
迎
え
、
講
義
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
研
修
会
を
県
内
２
会

場
で
実
施
し
ま
す
。

中小企業向け研修会
〇開催日時・場所・定員・受講料
９／６（木）かながわ県民センター
９／13（木）平塚市教育会館大会議室
14：00～16：00、定員各60名、40名
受講料無料
〇申込先
　県人権男女共同参画課
　☎ 045－210－3637　
　FAX 045－210－8832
　Mail  fm0216.s8c@pref.kanagawa.jp

④ 

児
童
養
護
施
設
の
職
員
に
対
す
る
研
修
会

　

児
童
養
護
施
設
の
職
員
な
ど
を
対
象

に
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
当
事
者
の

方
を
講
師
に
迎
え
て
研
修
会
を
実
施

し
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
子
ど
も
た

ち
を
受
け
入
れ
る
際
の
対
応
や
、
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
子
ど
も
た
ち
が
「
自

分
ら
し
く
」
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り

へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関

し
て
県
が
行
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、左
記
の
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（http://w
w
w
.pref.kanagaw

a.
jp/docs/fz3/cnt/f430243/

）

（
県
人
権
男
女
共
同
参
画
課
）

し
、
個
人
情
報
の
漏
洩
を
防
ぐ
た
め
に

書
面
の
み
で
保
管
さ
れ
ま
す
。

　

登
録
者
が
亡
く
な
っ
た
時
、
及
び
認

知
症
や
意
識
障
害
な
ど
登
録
内
容
を
伝

え
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
に
、
警
察
署
、

消
防
署
、
医
療
機
関
、
市
福
祉
事
務
所

の
４
機
関
と
事
前
に
指
定
さ
れ
た
人

へ
、
項
目
に
応
じ
て
情
報
を
開
示
し
ま

す
。
緊
急
連
絡
先
の
分
か
ら
な
い
市
民

が
倒
れ
た
り
亡
く
な
っ
た
り
し
た
場
合

に
は
、
市
役
所
に
連
絡
が
入
る
た
め
、

登
録
者
の
意
思
を
登
録
カ
ー
ド
に
よ
り

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

横
須
賀
市
で
は
５
月
よ
り
終
活
情
報

登
録
伝
達
事
業（
通
称「
わ
た
し
の
終
活

登
録
」）
を
開
始
し
ま
し
た
。
墓
の
所
在

地
や
遺
言
書
の
保
管
場
所
、
緊
急
連
絡

先
な
ど
の
11
項
目
を
登
録
カ
ー
ド
に
記

載
し
、
横
須
賀
市
に
預
け
る
仕
組
み
。

全
て
の
項
目
に
回
答
す
る
必
要
は
な

く
、
自
由
記
述
欄
も
あ
り
ま
す
。
市
民

で
あ
れ
ば
誰
で
も
登
録
で
き
、
費
用
は

無
料
。
認
知
症
な
ど
の
事
情
が
あ
る
場

合
は
、
一
部
の
項
目
は
、
後
見
人
や
親

族
、
知
人
で
も
登
録
で
き
ま
す
。

　

登
録
カ
ー
ド
の
情
報
は
市
が
管
理

レインボーライトアップの様子
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2018年4月26日～5月25日

●国民の60％が「社会のために役立ちたい」
　内閣府が４月に発表した「社会意識に
関する世論調査」の結果で、国民の３人
に２人が「何か社会のために役立ちたい」
と思っていることが分かった。役立ちた
い内容は、福祉活動（39％）、町内会など
地域活動（31％）、自然・環境・保護活動
（29％）が多かった。

●AI（人工知能）で保育所入所選考の動き
　煩雑な認可保育所の入所選考を、市区
町村の職員の代わりに人口知能（ＡＩ）
に任せる動きが出始めた。実験では手作
業で50時間かかっていたのが数秒で終
了。申込者に早く結果を伝えられるほか
職員の負担が軽減され、住民サービスの
向上が期待されている。

●こども宅食 貧困世帯等にぬくもりを運ぶ
　生活が苦しい子育て世帯に食べ物を届
ける「こども宅食」が注目を集めてい
る。2017年秋に東京都文京区で始まり、
同様の取り組みが広がりを見せる。同区
と一緒にこの事業を運営している特定非
営利活動法人が「食堂形式では困ってい
る人が必ずしも来るとは限らないが、宅
配は確実に届く」と文京区に提案し、宅
配事業が始まった。

●引きこもりの自助グループが全国組織設立
 全国の引きこもりの当事者や支援者ら
がこのほど特定非営利活動法人を設立し
た。孤立を防ぐため、生活や雇用の情報
を提供したり、相談窓口を運営したりす
る。同法人によると、ひきこもり当事者
による初の全国組織という。名称は引き
こもりの人同士をつなぐ趣旨から英語で
「結び」を意味する「Node（ノード）」

　

日
産
労
連
で
は
、
１
９
７
６
年
に
組

合
員
が
毎
月
１
０
０
円
を
積
み
立
て
る

「
福
祉
基
金
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
の

基
金
を
活
用
し
て
子
ど
も
た
ち
に
生
の

舞
台
を
見
て
も
ら
い
「
夢
と
感
動
」
を

共
に
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
施
設
で

上
演
す
る
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
き
ゃ
ら
ば

ん
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、（
特
非
）
お
は
な
し
キ
ャ
ラ

バ
ン
〝
つ
ば
さ
〞
に
よ
る
『
は
ら
ぺ
こ

坊
や
ホ
ッ
プ
く
ん
』
と
『
象
つ
か
い
ソ

ム
ポ
ッ
ト
』
の
人
形
劇
を
、
県
内
の
児

童
福
祉
施
設
４
カ
所
で
行
い
ま
し
た
。

　

劇
が
は
じ
ま
る
と
人
形
た
ち
の
活
躍

や
劇
団
員
の
楽
し
い
お
話
に
、
子
ど
も

た
ち
は
も
う
夢
中
に
。
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
て
一
緒
に
踊
っ
た
り
、
大
き
な
声
で

呼
び
か
け
た
り
、
会
場
が
一
体
と
な
っ

た
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

公
演
が
終
わ
る
と
人
形
た
ち
が
見
送
り

を
し
て
く
れ
、子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
い
っ

ぱ
い
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

き
ゃ
ら
ば
ん
」
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
心
豊

か
な
成
長
を
願
っ

て
い
ま
す
。

（
地
域
福
祉 

推
進
担
当
）

♥『チャリティーきゃらばん』日産労連ＮＰＯセンター「ゆうらいふ21」♥

「チャリティーきゃらばん」
は今年で30周年を迎え、観
劇者数は延べ40万人を超え
ました。

　

近
年
都
市
部
で
は
、
ご
本
人
が
倒
れ

た
場
合
や
亡
く
な
っ
た
場
合
に
、
生
前

に
用
意
さ
れ
て
い
た
終
活
ノ
ー
ト
の
保

管
場
所
や
お
墓
の
所
在
地
が
分
か
ら
な

い
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
や
む
な
く
無
縁
納
骨
堂
に
安
置
さ
れ

る
遺
骨
が
増
加
し
、
子
ど
も
の
い
な
い

夫
婦
の
場
合
な
ど
、
先
立
っ
た
配
偶
者

の
墓
の
場
所
が
分
か
ら
ず
、
後
に
亡
く

な
っ
た
方
の
遺
骨
を
無
縁
納
骨
堂
に
収

め
る
ケ
ー
ス
さ
え
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

横
須
賀
市
は
２
０
１
５
年
度
よ
り

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
・
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
と
し
て
、
身
寄
り
が
な
く
収
入
や

資
産
の
少
な
い
高
齢
者
を
対
象
に
生
前

の
意
思
に
基
づ
き
葬
儀
や
納
骨
の
準
備

を
支
援
す
る
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
、
全
て
の
市
民
の
終
活
努

力
に
報
い
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

　

高
齢
者
が
増
え
る
中
、
亡
く
な
ら
れ

た
後
に
身
元
や
引
き
取
り
手
が
分
か
ら

な
い
事
態
を
減
ら
す
こ
と
も
狙
い
と
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
死

後
の
尊
厳
を
守
る
こ
と
に
よ
り
生
前
の

暮
ら
し
に
安
心
感
を
も
た
ら
す
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

【登録できる人】
横須賀市民で希望する人

【登録できる内容】
※ 本人の意思で、追加・削

除も含め自由に選択可

① 本人の氏名、本籍、
住所、生年月日
②緊急連絡先
③支援事業所等
④ かかりつけ医師やア
レルギー 等
⑤ リビングウィルの保
管場所・預け先
⑥ エンディングノート
の保管場所・預け先
⑦臓器提供意思
⑧ 葬儀や遺品整理の生
前契約先
⑨ 遺言書の保管場所と
その場所を開示する
対象者の指定
⑩墓の所在地
⑪本人の自由登録事項

【問合せ先】
横須賀市福祉部
 生活福祉課
　☎046－822－8070
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〈連絡先〉　 Mail info-kas@kas-yamabiko.jpn.org
　　　　　URL http://kas-yamabiko.jpn.org/

❖ よこすか障害者計画（ハートフルプラン21）検討を
契機に1999年７月に発足
　現在は横須賀市障害者団体連絡協議会（全12団体）、
横須賀・三浦作業所連絡会（法内施設に移行しても固
有名詞として「作業所」を使っているところも含め47
事業所）、まちづくりを進める市民集会（全５団体）が
加盟しています。
（設置の目的）
① 横須賀障害者計画の施策推進を図る－現在は2015年
度から2020年度計画の施策の進行について本人や家
族・支援者が提言しています。
② 障害者団体の抱える問題の共有化・相互理解－障害
のある当事者・家族・支援者の問題は時に相反する
こと、優先事項が違うことがあります。まずお互い
に共有・相互理解をすることから始めます。
③ 障害者福祉にかかわる施策・制度を検討し、施策に
反映させます。
❖ 活動内容
　加盟している団体からほぼ毎月開催する教育・生活
支援（医療ワーキング・防災ワーキング）・就労支援の
各分科会員を出しています。会全体の方向性や課題の
把握は、加盟団体員の誰でも参加できる全体会で決め
ています。
　また、加盟団体から代表者を出し、全体会と代表者
会を毎月交互に開催しています。代表者は社会福祉審
議会委員（障害者福祉専門委員会では職務代理者）・療
育相談センター運営協議会委員・横須賀市障害とくら
しの支援協議会全体会委員などに任命されています。
　そのほか、毎年６月ごろ開催する市民のどなたでも
参加できる意見交換会により、新たな課題が見えてき
ます。最近ではＬＧＢＴの方の発言や、肢体不自由の
幼児のお母さんより乳児期からの医療だけでは補えな
い早期療育の必要性について発言がありました。
　予算編成時期には市長あての要望書を作成。提出時

◎ このコーナーでは、子育てや障害、認知症・介護当事者の目線から、普段の暮らしに役立つ「おすすめ」なものを紹介します。

には関係部課との懇談をしています。秋には市議会議
員との懇談会、市長との懇談、冬にはその年の課題に
ついて講師を招き学習会をしています。
❖ 最近の活動から～防災ワーキングの取り組み～
　生活支援分科会の防災ワーキングでは、市の障害福
祉課や地域安全課などと連携し市内各地の避難所開設
運営委員会に出向き、障害のある人の訓練参加、災害
時の配慮について知ってもらう活動をしています。毎
年３カ所ほど避難所開設訓練の準備段階から委員会に
参加し、訓練当日は近隣に住む加盟団体の会員などが
参加して地域の方と接する機会にしています。年を追
うごとに、委員会の方に障害のある人が訓練に参加す
る意味が浸透してきて、配慮してくれるようになりま
した。
　また、防災ワーキングに参加する中で、分かりやす
い視覚的な資料を作り委員会に提案できるようになり
ました。ただ知ってください、理解してください、支
援してください、だけではお互いに何をしてよいのか
分らず、いつまでも進まなかったと思います。

❖ これからの活動課題と展望
　20年経つと構成員の交代時期になりますが、どこの
障害者団体も新しい会員が増えない状態です。私たち
が望んだサービスの充実が進み、多くの困りごとが解
決してきているようにも感じます。しかし、制度の谷
間に置かれている当事者や家族は相変わらず存在し、
どこにも所属しないために、困りごとを社会化する機
会のない状況におかれていると思います。困りごとを
一人で訴えてもなかなか受け取ってもらえず、その人
だけのこととして解決するのでは同じ事で困っている
人には届きません。困りごとの社会化のために、これ
からも多くの声を拾える会になるよう活動していきた
いと思います。

　横須賀市には（自立支援）協議会より前に３つ
（2018年４月現在）のまとまりを持った障害者団
体が連携している「横須賀市障害者施策検討連
絡会」があります。来年で発足してから20年に
なります。
　横須賀市障害者福祉計画にも「横須賀市障害
とくらしの支援協議会」と並んで施策検討の場
への障害者の参画団体として記載されています。

「横須賀市障害者施策検討連絡会
～（自立支援）協議会より前に発足～」

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

今月は
 ⇨ 神奈川県自閉症児・者親の会連合会

　がお伝えします !
　1968年４月設立。県内11地区（横浜市・川崎市を除
く）の自閉症児・者親の会による連合会です。行政施
策の研究・提言、当事者・家族のためのミーティング
運営、療育者等に向けた勉強・セミナー運営等、自閉
症児・者と家族の支援や、自閉症スペクトラムの理解
を進めるための活動を各市町村及び県に向けて展開
しています。
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　 神奈川県福祉施設士会
会長　古谷田  紀夫

福祉最前線
̶現場レポート̶

◎ このコーナーでは県内各地の福祉関連の当
事者・職能団体等の方々から日ごろの取り
組みをご寄稿いただきます。

　福祉施設士資格を有している方々の、資格取得時のみ
ではなく継続的な学びが必要であるとの問題意識の高ま
りにより、昭和54年に日本福祉施設士会が発足しまし
た。その本県支部として、神奈川県福祉施設士会があり
ます。
　この会は、施設経営上必要な知識を体系的に学び、経
営管理に欠かせない専門的知識を習得し、施設長という
専門職の質向上を図る目的で創設されました。全国に53
00名を超える有資格者がおり、そのうちの約1000名によ
り日本福祉施設士会が組織され、本県では40名を超える
有資格者が所属しています。
　日本福祉施設士会では倫理綱領を定めており、福祉施
設士として基本的人権を尊重し、国民福祉の向上に努め
ること。施設運営の質的向上に努め、利用者中心の福祉
サービス充実を図ること。そして、地域福祉向上に積極
的に関わること等がうたわれています。
　また、具体的実践に対する指針として「福祉施設士行
動原則：６つの姿勢と12の行動」も定めております。具

体的には、利用者、社会、組織、職員、地域、自己に対
する６つの姿勢と、各々の姿勢に関連して「安全で良質
なサービスを継続的かつ安定的に提供する」「地域の福
祉課題に積極的に取り組む」等12の行動原則が述べられ
ています。
　当会はこれら倫理綱領や福祉施設士行動原則等によ
り、「利用者や社会」「経営・管理する法人・施設」「法
人・施設がある地域」「管理者としての自身」に対して福
祉施設士としての基本的姿勢を堅持していきます。
　この行動原則を踏まえ、今後の当会事業では、福祉施
設士会一人ひとりの自覚的な活動に期待し、以下の３点
を重点課題と考えております。
① 研修機会の充実：福祉施設長の質を確保・向上させる
機能を強化する。
② 情報の提供・共有：提供するマネジメント手法および
各種情報の充実と会員間での共有を図る。
③ 資格認知の向上：福祉施設士の信頼につながる実践を
積み上げ発信する。
　この３点を今後の事業として展開してまいります。皆
様のご支援を引き続きよろしくお願いいたします。

福祉施設士会について

　日本福祉施設士会の神奈川県支部であり、昭和58年４月に発足、今年で35年
目を迎えている。平成26年には横浜で第27回関東甲信越静ブロックセミナー
を盛大に開催するなど、福祉施設施設長としての専門性、質向上を図るための
活動を行っている。〈連絡先〉（福）プレマ会　みなみ風　☎046－264－1000
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護
に
取
り
組
む
事
業
者
の
主
体
的
な
発

信
が
必
要
で
あ
り
、「
将
来
の
担
い
手
が

自
分
の
身
近
な
経
験
の
中
で
介
護
の
現

場
に
ふ
れ
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
が
何

か
を
考
え
る
」
た
め
の
機
会
づ
く
り
の

大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
の
リ
レ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、（
福
）

吉
祥
会
理
事
長
の
三
澤
京
子
さ
ん
が

「
関
係
者
が
共
通
の
認
識
の
も
と
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
」
と
基
本

の
考
え
方

を
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
視

点
を
踏
ま

え
、（
福
）

松
緑
会
理

事
長
の
小
倉
徹
さ
ん
は
地
域
に
必
要
と

さ
れ
る
事
業
者
に
な
る
こ
と
、
県
地
域

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
三
団
体
協
議
会

の
金
山
桂
さ
ん
は
他
職
種
か
ら
見
え
る

介
護
職
の
魅
力
、（
特
非
）
県
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
協
会
理
事
長
の
柴
田
則
子
さ
ん
は

事
業
者
の
規
模
に
応
じ
た
施
策
・
情
報

の
活
用
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
等
、

人
材
確
保
・
育
成
に
つ
な
げ
る
提
案
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

　

本
会
か
な
が
わ
福
祉
人
材
研
修
セ
ン

タ
ー
で
は
、
介
護
人
材
確
保
等
の
協
議

を
行
う
場
と
し
て
県
が
設
置
し
た
「
介

護
人
材
確
保
対
策
推
進
会
議
」（
以
下
、

推
進
会
議
）
の
運
営
を
平
成
29
年
度
か

ら
受
託
し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

推
進
会
議
で
は
、
本
県
に
お
け
る
施

策
・
事
業
の
実
態
把
握
や
そ
の
課
題
、

将
来
の
介
護
の
担
い
手
の
確
保
、
育
成

の
あ
り
方
を
テ
ー
マ
に
、
教
育
や
保
健

医
療
な
ど
の
関
係
分
野
も
含
め
た
福
祉

関
係
者
と
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。

　

関
係
機
関
・
団
体
が
共
通
目
標
の
も

と
連
携
・
協
働
し
、介
護
人
材
の
確
保
・

育
成
・
定
着
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
契
機
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
去
る

５
月
14
日
に
「
神
奈
川
県
介
護
人
材
確

保
対
策
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
県
総
合

医
療
会
館（
横
浜
市
中
区
）に
て
開
催

し
、
総
勢
93
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
推
進
会
議
委
員
長
で
県

立
保
健
福
祉
大
学
教
授
の
臼
井
正
樹
さ

ん
が
「
本
県
の
介
護
人
材
確
保
に
必
要

な
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
。

　

人
材
確
保
対

策
は
行
政
だ
け
の

仕
事
で
は
な
く
、

地
域
で
福
祉
・
介

神
奈
川
県
介
護
人
材
確
保
対
策
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

 

―
福
祉
・
介
護
の
〝
現
場
〞
か
ら
の
発
信

「
障
害
者
地
域
作
業
所
が
出
張
販
売
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
見
か
け
た
」
と
い
う

住
民
の
声
か
ら
、
町
内
会
の
役
員
が
出

張
販
売
の
場
所
を
提
供
し
て
、
障
害
者

地
域
作
業
所
の
出
張
販
売
が
実
現
し
た

事
例
な
ど
、
小
地
域（
中
学
校
圏
域
）で

の
顔
の
見
え
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
姿
を
紹
介
し
な
が
ら
今
後
の
広
が

り
や
期
待

に
も
触
れ

て
い
ま
し

た
。

　

参
加
者

か
ら
は
、

「
地
域
に

開
か
れ
た

社
会
福
祉

施
設
と
し

て
、
住
民

の
居
場
所
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
大

切
で
あ
る
」「
人
の
価
値
観
は
そ
れ
ぞ
れ

で
あ
り
、
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
ど
こ
ま
で

応
え
て
い
け
る
か
を
よ
く
考
え
て
い
る
」

「
今
後
も
会
員
施
設
に
よ
る
実
践
報
告

会
を
開
催
し
、
自
分
た
ち
の
活
動
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
担
当
）

　

本
会
施
設
部
会
の
地
域
生
活
施
設
協

議
会（
会
員
13
施
設
）は
、
多
種
多
様
な

施
設
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
中

で
、
地
域
の
生
活
課
題
を
し
っ
か
り
捉

え
て
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
ア

プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
こ

う
と
、去
る
５
月
17
日
の
総
会
終
了
後
、

新
た
な
試
み
と
な
る
会
員
施
設
職
員
に

よ
る
「
地
域
実
践
報
告
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
横
浜
市
も
え
ぎ
野
地
域
ケ

ア
プ
ラ
ザ
か
ら
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
と
「
地
域
共
生
社
会
」
を
テ
ー

マ
に
実
践
事
例
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

地
域
実
践
報
告
会
に
は
、
会
員
施
設

の
ほ
か
、
本
会
関
係
部
所
の
職
員
も
加

わ
り
14
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
法
人
の
公
益
的
な
取
り
組

み
の
推
進
、
共
生
社
会
の
実
現
な
ど
の

施
策
動
向
を
踏
ま
え
、
▽
移
動
す
る
こ

と
が
困
難
な
高
齢
者
が
多
く
い
る
こ
と

を
把
握
し
た
こ
と
で
、
法
人
・
施
設
間

の
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上

が
り
、
サ
ロ
ン
活
動
の
送
迎
や
場
所
の

提
供
を
行
っ
て
い
る
事
例
、
▽
「
買
い

物
に
困
っ
て
い
る
人
を
何
と
か
し
た
い
」

地
域
生
活
施
設
協
議
会
活
動
の
新
た
な
試
み

 

―
会
員
に
よ
る
地
域
実
践
報
告
会
を
開
催

講演する臼井さん

三澤さん（①）、小倉さん（②）
金山さん（③）、柴田さん（④）

地域実践報告会の様子

①

③

②

④
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（大和市大和南1－8－1）　
◇対象＝県内在住、在勤、在学の方
◇内容＝①権利擁護としての成年後
見について②対象者の理解③民法
の基礎について等
◇申込方法＝8月20日（月）までに☎

FAX Mail にて申込む
◇問合先＝かながわ成年後見推進セ
ンター
　☎045－312－5788 FAX 045－322－3559
　Mail kouken@knsyk.jp
　URL http://www.knsyk.jp/kouken/

寄附金品ありがとうございました

【交通遺児援護基金】（一社）神奈川県
指定自動車教習所協会、（株）エス
ホケン、大正琴サークル湖陽会

【子ども福祉基金】住友生命保険相互
会社横浜支社

【ともしび基金】川崎鹿島田郵便局、
脇隆志、藤沢市立白浜養護学校、
（株）マルエツ、そうてつローゼン
港南台店、大正琴サークル湖陽会

　（合計14件1,724,970円）
【寄附物品】関東アイスクリーム協
会、湘南弦楽合奏団、県鎌倉警察
署、（株）東邦プリンテック

【ライフサポート事業】
　〈寄附物品〉（福）みなと舎
 （いずれも順不同、敬称略）

本会新役員のご紹介

【評議員】
◇第1種正会員＝赤間源太郎（（福）相模
福祉村）、伊勢田博司（二宮町社協）
◇第3種正会員＝小久保篤（（公財）神
奈川新聞厚生文化事業団）
◇第4種正会員＝田熊徹（県福祉子ど
もみらい局福祉部地域福祉課）
任期：5月25日開催の評議員選任・解
任委員会における選任時より、平
成33年6月に開催する定時評議員
会の終結の時まで

役員会の動き

◇監事会＝5月15日（火）①平成29年度
事業報告並びに決算報告（案）②理
事による監事の選任に関する議案
の評議員会への提出
◇理事会＝5月24日（木）①正会員の入
会②理事候補者の推薦③監事候補
者の推薦④評議員候補者の推薦⑤
各種委員会委員の選任⑥平成29年
度事業報告並びに決算報告（案）⑦
評議員会の招集

新会員紹介

【施設部会】柏尾スマイル保育園、や
まばと通所センター、わらべ保育
園、くじ保育園、特別養護老人ホー
ムよもぎの里愛の丘、湘南きらら
保育園、松田さくら保育園、あーる
工房、特別養護老人ホーム本牧
ホーム、特別養護老人ホームロー
ズヒル東八幡、銀河、特別養護老
人ホーム逗子杜の郷、特別養護老
人ホームかまくら愛の郷

本会主催

県民講座～成年後見を学ぶ～
　判断能力が十分でない方の権利を
守り、支援する成年後見制度の普及
を目的とした県民講座を開催します。
◇日時＝①8月24日（金）②8月28日
（火）③9月12日（水）
　開始は①午前10時20分②③午前10
時、終了は①②午後4時40分③午後
2時30分※半日単位での参加が可
能です
◇場所＝大和市文化創造拠点（シリ
ウス）生涯学習センター6階講習室

住友生命保険相互会社横浜支社より子ども福祉
基金にご寄附いただき、塚本健太郎支社長（左）に
感謝状を贈呈

（株）マルエツよりともしび基金にご寄附いただき、
荻原一也総務本部長（左）に感謝状を贈呈

大正琴サークル湖陽会より交通遺児援護基金及
びともしび基金にご寄附いただき、吉田湖陽代表
（右）へ感謝状を贈呈

神奈川県民共済生活協同組合より本会母子生活
支援施設協議会のスポーツ大会にご寄附いただ
き、榎本雅夫専務理事（中央）、髙木茂理事（最右）、
増田昌弓子総務部次長（最左）に各施設からのお
礼状を手渡した

関東アイスクリーム協会より児童養護施設等へア
イスクリームを寄贈いただき、代表して（一社）日本
アイスクリーム協会公正取引協議会の小野田敏
昭事務局長（左）に感謝状を贈呈

神奈川県民共済生活協同組合より本会児童福祉
施設協議会と協働で取り組む県児童福祉文化体
育協会各種事業にご寄附いただき、手島康博理
事長（左）に感謝状を贈呈
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日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟
は
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
を
「
家
族
に
ケ
ア
を
要
す
る
人

が
い
る
場
合
に
、
大
人
が
担
う
よ
う
な

ケ
ア
責
任
を
引
き
受
け
、
家
事
や
家
族

の
世
話
、
介
護
、
感
情
面
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
を
行
っ
て
い
る
18
歳
未
満
の
子
ど

も
」
と
し
、
若
者
ケ
ア
ラ
ー
を
「
18
歳

〜
お
お
む
ね
30
歳
代
」
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
若
い
世
代
の
介
護
者（
以
下
、

ケ
ア
ラ
ー
）へ
の
支
援
は
少
な
く
、
実
態

の
把
握
も
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

横
浜
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
ヘ
ル
プ
ネ
ッ

ト（
以
下
、
ヘ
ル
プ
ネ
ッ
ト
）は
、
毎
月

定
例
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
参
加
者

は
20
代
か
ら
40
代
。
介
護
の
悩
み
だ
け

で
な
く
、
若
者
で
あ
る
自
分
自
身
に

戻
っ
て
世
間
話
や
恋
愛
な
ど
の
フ
リ
ー

ト
ー
ク
に
花
が
咲
き
ま
す
。

　
「
若
い
世
代
の
ケ
ア
ラ
ー
な
ら
で
は
の

悩
み
や
課
題
も
多
く
、
介
護
の
た
め
に

仕
事
や
不
妊
治
療
な
ど
色
々
な
も
の
を

「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
【発行日】2018（平成30）年6月15日（毎月１回15日発行）　　【編集発行人】新井隆
【発行所】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷所】株式会社神奈川機関紙印刷所
〒221-0844　横浜市神奈川区沢渡４番地の２　☎045-311-1423　FAX 045-312-6302　Mail kikaku@knsyk.jp

ご意見・ご感想をお待ちしています！

かながわ
情報ほほっとっと

バックナンバーはHPから
検索 神奈川県社協

手
放
し
た
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
友
人

た
ち
は
仕
事
や
子
育
て
・
遊
び
と
充
実

し
た
毎
日
を
送
る
中
、
孤
独
感
を
抱
え

る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
代
表

の
高
橋
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

高
橋
さ
ん
自
身
も
祖
母
の
介
護
経
験

者
で
す
。
30
代
前
半
で
認
知
症
の
祖
母

の
介
護
を
始
め
ま
す
が
、
行
き
詰
ま
り

を
体
験
し
、
世
間
で
求
め
ら
れ
る
よ
う

な
理
想
の
介
護
を
で
き
な
い
自
分
を
責

め
て
し
ま
う
辛
い
時
期
が
続
き
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
参
加
し
た
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）の
介
護
者

サ
ロ
ン
で
出
会
っ
た
の
が
、
20
代
ケ
ア

ラ
ー
で
子
育
て
中
の
女
性
と
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
西
迫
愛
さ
ん
で
し
た
。

　

西
迫
さ
ん
は
「
二
人
か
ら
相
談
を
受

け
て
い
ま
し
た
が
、
40
代
以
上
の
ほ
か

の
参
加
者
と
は
悩
み
が
違
う
と
感
じ
て

い
ま
し
た
」
と
言
い
ま
す
。
ま
た
「
３

人
で
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
会
を
作
れ

そ
れ
ぞ
れ
の
介
護
へ
の
向
き
合
い
方
を
肯
定
し
た
い

　
　
　
　

 

― 

横
浜
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
ヘ
ル
プ
ネ
ッ
ト

た
ら
い
い
ね
」
と
ヘ
ル
プ
ネ
ッ
ト
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　

毎
回
同
じ
場
所
、
同
じ
時
間
で
行
わ

れ
る
こ
の
会
は
、
当
事
者
な
ら
参
加
も

出
入
り
も
自
由
。
主
催
者
も
参
加
者
同

士
も
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
っ
て
い
る
安

心
感
の
中
で
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
は
進
み

ま
す
。

　

ヘ
ル
プ
ネ
ッ
ト
は
「
若
い
世
代
の
ケ

ア
ラ
ー
の
立
場
を
社
会
や
学
校
に
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
は
、
私
た
ち
に
も
で
き

る
こ
と
。
そ
し
て
ケ
ア
ラ
ー
そ
れ
ぞ
れ

の
介
護
へ
の
向
き
合
い
方
を
肯
定
す
る

立
場
で
あ
り
た
い
」
と
考
え
、
そ
の
た

め
に
福
祉
関
係
者
を
対
象
と
し
た
研
修

会
な
ど
で
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
こ
と
を

伝
え
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ケ
ア
ラ
ー
を
支
え
る
こ
と
は
介
護
さ

れ
る
人
を
支
え
る
こ
と
。
ヘ
ル
プ
ネ
ッ

ト
は
こ
れ
か
ら
も
ゆ
る
や
か
に
、
若
い

世
代
の
ケ
ア
ラ
ー
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

代表の高橋さん。ヘルプネ
ットを立ち上げて以来、毎月
休むことなく開催し若い世
代のケアラーを支えている

「介護のことも含め、本音
を若者の言葉で語ることに
も意味がある」と西迫さん

定例会ではさまざまな
話で盛り上がる

消 防 用 設 備 等 の 確 実 な 点 検 を！
消防法では、一定の防火対象物の関係者に消防用設備等の点検報告を義務づけています。

（一財）神奈川県消防設備安全協会

適正な点検の結果、機能が正常な場合、
左の点検済証を貼付させましょう。

〒231-0023　横浜市中区山下町 1番地 シルクセンター 4階 408 号
TEL 045-201-1908　FAX 045-212-0971
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